
■日 時：令和3年12月22日(水) 16:30～19:00
■場 所：須賀川駅2階 多目的ホール
■参加者：35名（A班13名、B班11名、C班11名）

16：30～ 開会

16：40～ イベントの振り返りに関する講義
／福島大学(川﨑教授)

17：05～ ワークショップ

18：05～ みんなからひと言

18：25～ 閉会

令和3年度 第4回
須賀川駅周辺地区まちづくりワークショップの記録

当日の流れ

須賀川駅前で一緒にこれからも
（福島大学 川﨑教授）

◼ イベント当日の様子を、写真とともに振り返った。動
画では、参加者の楽しそうな反応が見れた。

◼ スタッフ・アンケート調査の結果を、永田さん（福島
大学）から報告された。イベントについて、「非常に
楽しかった」「まあまあ楽しかった」とスタッフ全員
が答えた。

◼ 町内会の方が作った超大作の動画を、みんなで見た。
スタッフも参加者もいい笑顔だった。

イベントの振り返りに関する講義



ワークショップ

3班体制でワークショップを

行いました。

（アンケート調査の結果を見
ながら、どうすれば須賀川駅
周辺に多くの人が集まるのか

を話し合いました。）

テーマ：須賀川駅前で一緒
にこれからも

ワークショップの様子

話し合った内容

A班 C班

B班

①WSイベントの振り返り
・良かった点
・悪かった点

②駅周辺にあったらいいなと思う「施設」
「設備」

③今後、駅周辺で行われたらいいなと思う
イベント

より多くの人に集まって
もらうためには…



A班 まとめ

１ WSイベントの振り返り(スタッフとして参加してみて感じたこと）

２ 駅周辺にあったらいいなと思う「施設」「設備」

３ 今後、駅周辺で行われたらいいなと思うイベント

施設 設備

良かった点 悪かった点

・食べ物フェア
・Rojimaみたいなイベント
・キッチンカー
・子どもだけではなく、大人も楽しめるイベント

・音楽等大きな音が出せるイベント
・高校生や中学生の吹奏楽部や合唱部が演奏するイベント
・子ども向けの運動イベント

・天気に恵まれた
・大きな問題がなかった
・一丸となってイベント
を企画・運営できた

・みんなで１つのものを
作り上げれた

・多くの人が来てくれた
・地元の人たちが笑顔で
楽しんでくれた

・地元の人達と深く関わ
ることができた

・幅広い年代が楽しめた

・ファストフード店やカフェ
など、長居ができる施設

・気軽に休める場所

・子供が利用しやすい公園
・屋内で交流できる施設
・誰かが何かを表現できる場所
・勉強スペース
・コワーキングスペース

・FREE Wi-Fi
・充電ができるコンセ
ント

・主催者として事前準備
が上手くいかなかった

・役割が曖昧だった
・ちょっと寒かった
・体を温めるものがある
とさらにいいと思った

・アナウンスが後ろま
で届いていなかった

・周知をもう少しでき
ればよかった

・ランタンの作成に時
間がかかっていた



B班 まとめ

１ WSイベントの振り返り(スタッフとして参加してみて感じたこと）

２ 駅周辺にあったらいいなと思う「施設」「設備」

施設 設備

良かった点 悪かった点

３ 今後、駅周辺で行われたらいいなと思うイベント

・運営も参加者も楽しめていた
・駅にいる人にも楽しんでもらえた
・スカイランタンがきれいだった
・打ち上げの時の音楽が良かった
・WSメンバーや地域の人たちと協力して
イベントを作り上げることができた

・事前準備が不足している部分があった
・係によって仕事量が偏っていた
・風に対する対策ができていなかった
・イベントの告知が不足していた
・一般の参加者への対応がうまくできなかった

・カフェ、イートインスペース
・キッチンカー
・足湯、温泉
・パウダールーム
・展示スペース
・休憩スペース
・物販スペース

・コンセントが使えるところ
・マッサージチェア
・FREE Wi-Fi
・ヨギボー
・シーリングライト

・屋台
・パンフェス
・フードフェス
・マルシェ

・車両フェス(電車、建設車両など)
・脱出ゲーム
・プロジェクションマッピング
・キッザニア
・ゆずの足湯（冬至）

飲食 その他



C班 まとめ

１ WSイベントの振り返り(スタッフとして参加してみて感じたこと）

２ 駅周辺にあったらいいなと思う「施設」「設備」

施設 設備

良かった点 悪かった点

３ 今後、駅周辺で行われたらいいなと思うイベント

・音楽を流していたのがいい雰囲気をつくっていた
・参加した人もスタッフも楽しめた
・みんなで1つになれた
・どこでもド～アまでの道にとうろうがあったのが
よかった

・インスタ映えした♡
・様々な人たちと交流できた

・線路にごみが飛んでいきそうになった
・短冊の付け方を指示できればよかった
・スピーカーをもう少し多く用意したり、音を
大きくしたりできればよかった

・全体的に指示がいきとどいていないと感じた
・時期が寒かった
・須賀川らしさが足りなかった

・勉強できるスペース ・ポケモンセンター
・電車を待つスペース ・3coins
・スタバ（カフェ） ・文房具屋
・公園 ・噴水 ・遊園地
・自転車屋 ・古着屋 ・産直のマルシェ
・立ち飲み屋 ・本屋 ・ドッグカフェ

・ストリートピアノ
・FREE Wi-Fi
・充電ができるコンセント

・芋煮会 ・歩行者天国
・ビアガーデン ・ドライブinシアター
・キッチンカー ・花火大会
・屋台 ・運動会
・古本市 ・ビンゴ大会
・フリマ ・ウルトラマンとじゃんけん大会
・スカスカの継続



みんなからひと言 高校生から

町内会から

深谷さん（駅前有志の会代表）から

• 参加者の笑顔を見て感動しました。

• イベントを1からコツコツ作ることの大変さを学びました。

• 意見を言うのが苦手でしたが、ワークショップを通して、意見を言うのが楽し
くなりました。

• 今まで経験したことのない、イベントを運営する側の立場を経験する良い機会
になりました。

• 今後もイベント運営などにぜひ関わりたいです。

• 自分たちで企画してきたものがうまく形になって良かったです。

• またやりたいと思うくらい大成功でした。

• これからもっと楽しいことをやっていくので、よろしくお願いします。

• 地元できれいなものを見ることができて感動しました。

• 何年か後にはもうなくなってしまう、今しか見れない景色を見ることができて
感動しました。

• このワークショップは「産学官連携」そのものです。

• 1000万円や2000万円をかけて業者に依頼してきれいなものを作っても、何
も残らないです。自分たちの手で作り上げるからこそ得られる感動があるので、
それを大切にして活動していきたいです。

• 今回、自分たちで1からイベントを作ったことで、経験値や人とのつながりを
得ることができたと思います。

• 「人」が作る、「人」とのつながりというのが1番大切だと思うので、これか
らも大切にしてください。

今回のワークショップとイベ
ントの感想を高校生と町内会
の皆さんが発表しました。



閉会 川﨑教授から

• 私自身、スカイランタンというのは初めての経験であり、高校
生と一緒にワークショップができて、とても楽しい思い出がで
きました。

• 福島大学の学生も、次のステップに進むうえで、非常に良い経
験であったのではないかと思います。

• 須賀川のまちづくりに協力できることがあれば何でもしたいと
思いますので、今後ともよろしくお願いします。

伊勢課長（市役所 都市計画課）から

• イベントの運営はなかなか大変だったと思いますが、結果は大
成功に終わったと思います。

• 夕焼けとスカイランタンとの組み合わせがきれいでした。

• 今回のWSで話したことを、今後の須賀川のまちづくりに生かし
ていきたいと思います。

• この経験を活かして、これからも積極的にまちづくりに参加し
てみて下さい。

川﨑教授、伊勢課長からワー
クショップとイベントの感想
を発表してもらいました。


